
アザラシの ショーン、シャチと 

出
で

会
あ

う



ショーンは、泳
およ

ぎが 得
とく

意
い

な アザラシの 子
こ

。

氷
こおり

の 上
うえ

でも、すべる 速
はや

さは ピカイチ。

水
みず

の 中
なか

を すべるように 泳
およ

ぐ ようすは、

まるで 高
こう

速
そく

潜
せん

水
すい

艦
かん

。

おばあちゃんアザラシたちも ビックリして、「おや、まあ！」

だけど、ショーンには 問
もん

題
だい

が ある。

すぐに 言
い

いつけに 従
したが

わないことが あるんだ。

ママに 呼
よ

ばれたり、何
なに

かを するように 言
い

われても・・・

あれあれ！　ショーンは 後
あと

回
まわ

しに しちゃうんだ。

本
ほん

当
とう

は、ショーンは いい子
こ

に なりたいんだけどね。

だけど、泳
およ

いだり 遊
あそ

びまわったりするのが 

楽
たの

しくて しょうがない。

それで、友
とも

だちが 「もっと 遊
あそ

ぼうよ」と 言
い

うと、

ショーンは 「そうだね、ママに 言
い

われたことは、

遊
あそ

んだ 後
あと

に やれば いいか」って 思
おも

っちゃうんだ。

ショーンには、学
まな

ぶべき 教
きょう

訓
くん

が あった。

ある日
ひ

、そのことを 身
み

に しみて 学
まな

んだんだ。

ショーンが、友
とも

だちと 速
はや

泳
およ

ぎ 競
きょう

争
そう

を やっていた 時
とき

の こと。

シャチの 家
か

族
ぞく

が こっちへ やって来
き

た。



（シャチは、ものすごく 食
しょく

欲
よく

の おうせいな クジラの 一
いっ

種
しゅ

で、

アザラシが 大
だい

好
こう

物
ぶつ

なんだ！）

それで、シャチを 見
み

た ママは、すぐさま 水
みず

から 飛
と

び出
だ

した。

そして、ショーンを 呼
よ

んだんだ。

だけど、ショーンは ついて来
こ

なかった。

速
はや

泳
およ

ぎ 競
きょう

争
そう

に 夢
む

中
ちゅう

だったんだ。

ほかの 子
こ

たちは 水
みず

から 飛
と

び出
で

たのに、ショーンは 泳
およ

ぎ続
つづ

けた。

せまりくる 危
き

険
けん

にも むとんちゃくでね。

ショーンの ママは、祈
いの

り始
はじ

めた。

わが子
こ

が 危
き

険
けん

に 向
む

かって 突
とっ

進
しん

している！

大
おお

きな シャチの パパは、もう すぐそこ

彼
かれ

の お腹
なか

が ゴロゴロと 音
おと

を たてているのが 聞
き

こえる

ショーンは シャチの パパに 正
しょう

面
めん

しょうとつ

おどろきのあまり、身
み

動
うご

き ひとつ できない

「ママの 言
い

うことを きいていれば よかった。」

シャチと 鼻
はな

と 鼻
はな

を つき合
あ

わせながら、ショーンは 言
い

った。



すると、シャチが ほほえんだ。

そして、笑
わら

い始
はじ

めさえ したんだ。

「わたしにも、男
おとこ

の子
こ

が いてな。」　

シャチが やさしそうに 言
い

った。

「君
きみ

と 同
おな

じことを 学
まな

んでいるんだ。」

「心
しん

配
ぱい

するな。だが、この 教
きょう

訓
くん

は しっかりと 

覚
おぼ

えているんだぞ。

言
い

いつけには、すぐ 従
したが

うことだ。

パパや ママが すぐにと 言
い

ったら、

それには 理
り

由
ゆう

が ある。

ぐずぐずしてたら、危
き

険
けん

なんだ。」

そう 言
い

うと、大
おお

きな シャチの パパは 

泳
およ

ぎ去
さ

って行
い

った。

ショーンは、心
こころ

から 主
しゅ

を ほめたたえたよ。

そして、この 教
きょう

訓
くん

を 覚
おぼ

えていられますようにと 

祈
いの

った。

そして、シャチに 良
よ

い 昼
ちゅう

食
しょく

が あるようにってね。
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